
大
規
模
災
害
時
は
、
甚
大
な
被

害
へ
の
対
応
か
ら
被
災
自
治
体
単

独
で
の
災
害
対
応
が
困
難
と
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、「
受

援
」
と
「
道
路
啓
開
」
が
非
常
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

受
援
と
は
、
災
害
が
発
生
し
た

際
に
、
被
災
自
治
体
が
県
外
の
自

衛
隊
や
警
察
、
消
防
の
ほ
か
、
他

の
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
各
種
団
体
か
ら
、
人

的
・
物
的
資
源
な
ど
の
支
援
を
受

け
入
れ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
実

際
に
津
市
消
防
本
部
が
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
石
川
県
輪
島
市
に

派
遣
さ
れ
、
救
急
救
助
活
動
に
従

事
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
も

し
津
市
で
大
規
模
災
害
が
発
生

し
、甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た

場
合
に
は
、
県
外
か
ら
の
応
援
部

隊
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、

地
元
救
助
機
関
と
連
携
し
た
救
助

活
動
が
行
え
る
体
制
を
整
え
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
道
路
啓
開
」
と
は
、

沿
道
建
物
の
倒
壊
や
が
れ
き
の
堆

積
、
道
路
・
橋
の
損
傷
等
に
よ
り

道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
に
、
道

路
上
の
障
害
物
の
除
去
や
応
急
的

な
段
差
解
消
な
ど
を
行
い
、
寸
断

さ
れ
た
道
路
を
復
旧
し
、
迅
速
に

緊
急
車
両
の
通
行
ル
ー
ト
を
確
保

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

県
外
か
ら
駆
け
付
け
る
自
衛
隊

な
ど
の
救
助
機
関
は
、
災
害
発
生

直
後
か
ら
体
制
を
整
え
、
お
お
よ

そ
24
時
間
以
内
を
め
ど
に
被
災
地

へ
と
入
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
間

に
緊
急
車
両
の
通
行
ル
ー
ト
を
確

保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
津
市
で
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
に
備
え
、
令

和
６
年
度
に
「
津
市
災
害
時
受
援

計
画
」
を
全
面
的
に
見
直
す
と
と

も
に
、
新
た
に
「
津
市
道
路
啓
開

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
民
の
生
命
・
安
全

を
守
る
た
め
、
津
市
の
災
害
対
応

力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
　

　東日本大震災では、地震と津波の影響で陸路が寸断さ
れ、多くの地域が孤立しました。被災者を救助し、物資
を届ける「命の道」を確保するため、内陸部を南北に貫
く東北自動車道と国道４号を基軸に、沿岸部へ延びる何
本もの国道が早期に復旧されました。切り開かれた道が
櫛のように見えたことから、この作戦は「くしの歯作
戦」と呼ばれました。津市でも発災時には、国や県と協
力し、伊勢自動車道と国道23号中勢バイパスを基軸とし
た「くしの歯ルート」を確保します。

『くしの歯作戦』　　

東
日
本
大
震
災
直
後
の
岩
手
県
宮
古
市
。

道
路
啓
開
に
よ
り
緊
急
車
両
の
通
行
が
確
保
さ
れ
、

広
域
応
援
部
隊
に
よ
る
人
的
支
援
や

支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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